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Influencer Attributes: Assessments & Evaluations
属性評価

YouTube InstagramTikTok Twitter

Automated Web Crawling
ボットの自動クロール
による情報取得

ベクター化してデータベースに保存

感情分析
Influencer Media: Sentiment Analysis

ポジティブ・ネガティブ感情スコア : インフルエンサーのポストに対するコメン
トやいいねから、ポジティブかネガティブかの感情スコアを測定。
エンゲージメント率 : いいね、シェア、コメントなどのエンゲージメントの総数
や率を測定。
購買意欲のキーワード : 「購入したい」「欲しい」などの購買意欲を示すキーワー
ドの頻度を分析。
顧客のセグメント分析 : ターゲット顧客の属性（年齢、性別、興味、地域など）
に応じて感情分析を行い、どのセグメントが最も反応しているのかを測定。
時間経過による変化 : ポストからの時間経過とともに感情やエンゲージメントが
どう変化するのかを測定。これによって、インフルエンサーのポストがどれだけ
長持ちする影響を持つのかを把握できる。
競合インフルエンサー比較 : 同様の商品を扱う競合インフルエンサーとの投稿が
もたらす感情分析の比較

Automated Web Crawling
ボットの自動クロールによる情報取得

インフルエンサーナレッジベース

AI-driven Topic Modeling トピックモデリング

データの前処理 : テキストのクリーニング、トークン化、語幹処理など。
特徴量の選定 : TF-IDF、単語埋め込み（Word Embeddings）など。
モデルの選定と訓練 : 感情分析のためのモデルとして、ロジスティック回帰、
SVM、LSTMなどを検討。
評価 : 混同行列や他の分類メトリックを用いてモデルの性能を評価する。

AI を使ったテキストマイニングAI-driven Text Analysis Pipeline

データの前処理 : 語幹処理、ストップワードの除去など。
モデルの選定 : Latent Dirichlet Allocation（LDA）や Non-negative Matrix 
Factorization（NMF）など。
モデルの訓練 : 選定したモデルにデータをフィットさせ、トピックを抽出する。
結果の解釈 : トピックごとに上位の単語を分析し、それぞれのトピックが何を表して
いるのかを解釈する。

性別、年齢、家族、出身地、利用メディア、フォロワー数、グループ活動、タイアップ数（案件数）、他の
インフルエンサーとの繋がり、消費嗜好性、
コンテンツの質（写真や動画のクオリティ、キャプションの工夫など、コンテンツの頻度 : どれだけ定期的
に投稿しているか
オーディエンスの特性 : フォロワーの年齢層、性別比、地域分布など、オーディエンスとの相互作用 : フォ
ロワーとのコミュニケーションの質や量、専門分野や専門技能 : 特定の分野における専門知識や技能、信頼性 : 
認知度や信頼性を高めるための資格や実績。ブランドとの関係 : どのようなブランドと連携しているか、ブ
ランドとの関係の質、影響範囲 : 地域、国際的な影響の程度
キャンペーンの効果 : 主導または参加したキャンペーンの成功度

トピックモデリングは、大量のドキュメントから隠れたトピックを発見するための手法。

コンバージョン分析

Influencer Media: Conversion Analysis

 広告費換算としてスコアを貨幣価値に変換するため、以下の手法を試みる。 

広告チャネルとの比較 : インフルエンサーの投稿が同等の効果を持つ他の広告
チャネル（例：テレビ CM、オンラインバナー広告など）とのコストを比較。 要：
ターゲットとなるメディアの選定 
エンゲージメント値の評価: インフルエンサーの投稿によるエンゲージメント（い
いね、シェア、コメントなど）の価値を定量化。特定のエンゲージメントに対し
て、平均的な広告費のコストを割り当てることができる。 
コンバージョン率の計算 : インフルエンサー経由での実際の販売数やリード生成
数などのコンバージョンを追跡し、そのコンバージョンにかかる一般的な獲得コ
ストと比較。サンプルは前述の 20 人程度のインフルエンサー。多ければ多いほ
ど精度が上がるが、サンプルを取れない場合は数名程度で行う方法であとは仮説
モデルをたててデータを埋める。 
ROI 分析 : 投資対効果（ROI）を分析するために、インフルエンサーの投稿にか
かる費用と、その投稿から得られる予想収益を比較。 
市場調査 : 類似する市場や業界での広告費の平均値を調査し、それを基にスコア
を貨幣価値に変換。 
カスタムモデルの開発 : 企業独自のニーズや市場条件に合わせて、広告費換算の
カスタムモデルを開発することも可能です。このモデルでは、エンゲージメント、
リーチ、影響力などの異なるパラメーターを組み合わせ、具体的な貨幣価値に変
換することができる。

この手法は、個別または組み合わせて使用することができ、企業の具体的な目標
や戦略に応じて調整することが可能。適切な手法を選ぶには、インフルエンサー
のマーケティング戦略と、広告費換算の目標を明確に理解して調整を行います。
。

Online stores

コンバージョン調査

利用検討中の AI とアルゴリズム
AIs and Algorithms 

機械学習、自然言語処理、感情分析等を行うツールとして、以下の AI、
アルゴリズムの利用を検討する。

TensorFlow/Keras: 深層学習ライブラリで、LSTMや CNNなどのニューラ
ルネットワークアーキテクチャの設計と訓練ができる。特にテキストデー
タの処理において非常に強力。

BERT: BERT（Bidirectional Encoder Representations from Transformers）は、
事前学習された深層学習モデルで、多くの自然言語処理タスクにおいて
高い性能を発揮。感情分析などの特定のタスクに対してファインチュー
ニングが可能。

FastText: Facebook が開発したライブラリで、単語埋め込みとテキスト分
類のタスクに特化しています。短いテキストの分類に特に効率的。
Spacy: 自然言語処理のタスクを効率的に行うためのライブラリで、テキ
ストの前処理や特徴量エンジニアリングに便利。

NLTK: 言語処理のタスクに使用できる Python ライブラリで、テキストの
前処理や解析に使用される。

ChatGPT: OpenAI によって開発されたGPT（Generative Pre-trained 
Transformer）シリーズの一部で、深層学習に基づく自然言語生成モデル。
Transformer アーキテクチャを使用。感情分析などの分類タスクにおいて
は、ChatGPT をファインチューニングして特定のタスクに適応させるこ
とが可能

Scikit-learn のアルゴリズム : ロジスティック回帰やサポートベクターマ
シン（SVM）などのクラシックな機械学習アルゴリズムが含まれる。この
ライブラリを使用すると、特徴量エンジニアリングとモデル訓練のプロ
セスを簡素化できる。
。
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インフルエンザーごとの投稿の貨幣価値が計算され、ランキング表示
が可能になります。また、ランキングだけでなくさまざまなマーケティング
指標が入手できるようになります。
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